
「新しい生活様式」に基づいた地域の通いの場における活動実践例 

コロナ禍においては、感染拡大防止対策を継続しつつ、それぞれの地区に合った新しい活動様式

を検討していくことが大変重要です。一時的に時間を短縮して行う、室内での体操ではなく室外で

の散歩やウォーキングを行う等、コロナに負けない体づくり・地域づくりに取り組んでいきましょ

う。活動にあたってのご相談等ありましたら国東市社会福祉協議会 福祉支援課までご連絡くださ

い。（電話番号0978-64-7100） 

 

1．活動における感染症対策の基本 

（１）一人ひとりの基本的感染症対策        （２）換気 

□ 人との間隔はできるだけ２ｍ空ける       □ １時間につき２回は換気を行う 

□ 会話をする際は可能な限り真正面は避ける    □ 換気の際は、風の流れができるよう 

  （椅子に座る際は隣の人と一つ飛ばしに座る、     ２方向の窓を数分間程度全開にする 

真向かいに座らず互い違いに座る等）       ※窓が一つしかない場合は入り口の 

□ 屋内で会話をする際はマスクを着用する      ドアと窓を数分間程度全開にする 

□ 外出先から家に帰ったらまず手や顔を洗い、   □ 窓を開けても換気に不安がある場合、 

できるだけすぐに着替える            扇風機や換気扇を併用する 

□ 手洗いは３０秒かけて丁寧に行う 

 □ 体調不良を感じた際は、活動に参加しない 

  

２．外出における感染症対策 

（１）車で外出をする時（送迎等）    （２）買物 

 □ 窓を開ける             □ 事前に買う物の計画を立てて素早く済ます 

 □ 窓を開けられない場合、        （店に滞在する時間を極力減らす） 

エアコンを外気モードにする     □ レジに並ぶ際は前後にスペースを取る 

□ マスクを着用し会話は控えめにする   □ 店が空いている時間に買物に行く 

 

３．茶話会、食事会における感染症対策 

（１）食事中                （２）調理時 

□ 料理・お菓子は個々に取り分ける     □ 紙コップ、紙皿等で提供を行う 

□ 対面ではなく                            □ 食器を使用する場合、洗剤で洗浄消毒する 

横並びや互い違いに座る         □ ユニフォーム・エプロン等はこまめに洗濯 

□ 食事中のおしゃべりは控えめにする        □ 調理場の換気は必ず行う 

□ 食べる前には必ず手を洗う        □ 調理前後は必ず手を洗う 

                          □ 他人と共用する物品は最低限にする 

                           □ 頻繁に触れる場所は適宜消毒する 
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